
農
水
省

及
び
国
交

省
の
２
省

に
よ
っ
て

各
県
ご
と

に
決
め
ら

れ
て
い
る

「
労
務
費

単
価
」
。

建
設
業
で

働
く
労
働
者
に
と
っ
て
必
要
な

賃
金
の
額
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
激
化
で
、

賃
金
が
下
が
り
労
働
者
が
激
減
。

そ
こ
で
、
建
設
現
場
で
働
く

技
能
労
働
者
の
確
保
、
技
能
の

向
上
を
図
る
た
め
、
設
計
労
務

単
価
を
昨
年
15
・
１
％
、
今
年

７
・
１
％
と
２
年
連
続
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
問
題
は
、

新
・
労
務
単
価
が
、
末
端
の
建

設
技
能
労
働
者
ま
で
浸
透
し
て

い
る
か
、
と
い
う
点
で
す
。

昨
年
度
、
市
内
で
は
消
防
庁

舎
建
設
工
事
が
一
カ
月
余
り
延

長
。
そ
の
原
因
は
現
場
労
働
者

の
賃
金
が
新
・
設
計
労
務
単
価

の
半
額
程
度
で
、
現
場
の
技
能

労
働
者
が
辞
め
不
足
し
た
た
め
。

ま
た
今
年
７
月
、
建
設
労
働

者
団
体
が
市
内
の
工
事
現
場
で

働
く
労
働
者
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
新
・

労
務
単
価
に
対
し
、
大
工
・
鉄

骨
工
・
防
水
工
は
５
割
台
、
建

具
工
・
サ
ッ
シ
工
は
７
割
台
の

水
準
で
し
た
。
そ
こ
で
共
産
党

議
員
団
は
、
◆
現
場
に
新
・
労

務
費
単
価
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

さ
せ
る
、
◆
新
・
労
務
単
価
を

末
端
の
建
設
技
能
労
働
者
ま
で

浸
透
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

大
橋
良
一
市
長
は
「
二
度
の

単
価
改
正
が
あ
っ
た
。
実
際
に

反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

発
注
者
（
元
請
）
に
十
分
に
考

え
て
頂
き
た
い
。
適
切
な
対
応

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
は
、
企
業
に

文
書
で
徹
底
を
図
る
方
向
で
す
。

９
月
市
議
会
が
10
月
６
日
ま
で
開
会
中
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
市
議
会
の
一
般
質
問
や
13
年
度

決
算
審
議
の
な
か
で
、
建
設
労
働
者
の
仕
事
を
増
や
し
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
建
設
労
働
者
の
声
を
届
け
力
を
合
わ
せ
ま
す
。

小
規
模
契
約
登
録
制
度
は
、

市
が
発
注
す
る
１
件
当
た
り

50
万
円
以
下
の
修
繕
や
工
事
、

委
託
、
物
品
を
購
入
す
る
際
、

市
に
登
録
し
た
零
細
業
者
に

発
注
す
る
制
度
。
市
内
業
者

の
仕
事
を
増
や
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

13
年
度
の
登
録
業
者
は
３

９
３
社
。
50
万
円
以
下
の
契

約
は
２
万
３
２
１
０
件
、
発

注
額
10
億
６
８
４
６
万
円
。

こ
の
う
ち
、
登
録
業
者
に

発
注
し
た
の
は
３
３
５
４
件
、

１
億
７
４
３
７
万
円
。
発
注

率
は
、
件
数
で
14
・
４
％
、

発
注
額
で
16
・
３
％
で
す
。

事
業
を
所
管
す
る
総
合
政

策
部
は
発
注
率
を
高
め
る
た

め
、
小
規
模
契
約
登
録
業
者

の
発
注
状
況
を
四
半
期
ご
と

に
集
計
。
部
長
会
等
を
活
用

し
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

共
産

党
議
員

団
は
、

発
注
を

引
き
上

げ
る
た

め
、
当

面

は
30

％
、
さ

ら
に
50
％
台
を
め
ざ
す
、
四

半
期
ご
と
に
点
検
し
、
発
注

率
が
低
い
、
市
民
安
全
課
、

治
水
課
、
水
道
課
、
教
育
総

務
課
は
、
登
録
業
者
へ
の
発

注
を
優
先
的
に
行
う
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。

大
橋
市
長
は
「
景
気
雇
用

対
策
本
部
の
私
が
本
部
長
な

の
で
進
行
管
理
を
行
な
っ
て

い
る
。
年
度
初
め
に
部
長
会

に
報
告
し
、
８
月
に
は
文
書

で
改
め
て
指
示
す
る
な
ど
周

知
に
努
め
て
い
る
。
制
度
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、
対

応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。



市
民
が
市
内
業
者
に
発
注
し
て
、

住
宅
を
改
修
・
修
繕
す
る
場
合
、

市
が
市
民
に
工
事
費
の
５
％
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
市
内
業
者
の
受

注
拡
大
と
市
民
の
住
環
境
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
建
設
労
働

者
の
運
動
と
共
産
党
議
員
団
の
提

案
が
実
現
し
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

合
併
後
の
補
助
額
・
件
数
は
左

表
の
通
り
。
13
年
度
の
補
助
件
数

は
３
１
６
件
、
補
助
金
額
の
総
額

は
１
２
４
５
万
円
で
、
合
併
後
、

最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
補
助
対

象
の
工
事
費
総
額
は
４
億
５
０
０

万
円
で
、
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
波

及
効
果
は
、
実
に
31
倍
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
地
域
経
済
の
大
き
な

呼
び
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
市
の
「
企

業
実
態
調
査
」
で
、
事
業
者
が
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
継
続
・
拡

充
を
求
め
て
い
る
声
を
紹
介
し
、

制
度
の
継
続
に
つ
い
て
質
疑
。

市
は
「
こ
れ
ま
で
時
限
に
よ
る

制
度
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
恒
久

化
を
し
て
い
く
。
現
在
、
そ
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
」
と
答
弁
。

今
後
は
、
年
度
末
か
ら
切
れ
目

な
く
、
年
間
を
通
し
て
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
今
年
２

月
の
大
雪

で
は
、
カ
ー

ポ
ー
ト
等

の
改
修
に

５
７
０
万

円
を
措
置

し
て
い
ま

す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
共
産
党
議
員
団
の

提
案
で
、
住
宅
損
壊
に
市
が
補
助
。

補
助
件
数
３
９
９
件
・
補
助
額
７

８
８
万
円
、
補
助
対
象
工
事
３
億

１
６
３
５
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
原
発
を
廃
止
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
つ
よ
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
は
市
民
に
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
費
用
の
一
部

を
助
成
し
、
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

施
工
業
者
の

大
半
が
市
外
。

共
産
党
議

員
団
は
、
市

内
業
者
優
先

を
提
案
。

そ
し
て
、

今
年
度
か
ら

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
設
置

補
助
は
１
件
あ
た
り
４
万
５
千
円
。

市
内
業
者
に
発
注
す
れ
ば
、
１
万
円

を
上
乗
せ
し
、
商
工
会
が
発
行
す
る

「
絆
サ
ポ
ー
ト
券
」
１
万
円
分
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

公
共
工
事
の
入
札
に
際
し
、
適

正
価
格
を
大
幅
に
下
回
る
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
入
札
。
共
産
党
議
員
団
は
、

○
コ
ス
ト
削
減

に
よ
る
粗
悪
工

事
、
○
労
働
者

の
労
務
費
を
削

減
す
る
、
○
業

界
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
、
○

地
域
経
済
の
悪

影
響
―
な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
、

改
善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
は
11
年
８
月
か
ら
入
札
に
あ

た
り
失
格
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。

建
設
産
業
で
働
く
労
働
者
は
、
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
医
療
保
険
制
度

＝
埼
玉
土
建
（
建
設
）
国
民
健
康
保

険
組
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で

県
内
の
市
は
、

県
市
長
会
を

通
じ
て
補
助

金
を
取
り
ま

と
め
、
支
援

し
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ

が
、
昨
年
度

か
ら
市
独
自

の
対
応
に
。

そ
こ
で
、
埼
玉
土
建
労
組
加
須
支

部
役
員
は
市
長
に
補
助
金
の
継
続
を

申
し
入
れ
、
共
産
党
議
員
団
も
要
望
。

市
長
は
、
こ
れ
か
ら
も
恒
常
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

「
建
退
共
」
＝
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
は
、
公
共
工
事
現
場
で
働
く
労

働
者
が
建
退
共
手
帳
に
働
い
た
日
ご

と
に
証
紙
を
貼
付
し
、
そ
の
証
紙
の

数
に
応
じ
て
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る

退
職
金
制
度
。
金
額
は
10
年
で
約
93

万
円
、
20
年
で
約
２
２
０
万
円
、
30

年
で
約
３
７
１
万
円
程
度
で
す
。

問
題
は
証
紙
が
労
働
者
の
手
帳
に

確
実
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
か
。
共
産

党
議
員
団
は
、
施
工
業
者
は
工
事
契

約
時
に
証
紙
購
入
の
収
納
書
添
付
す

る
、
工
事
完
了
時
に
証
紙
貼
付
実
績

報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
提
案
。

確
実
な
貼
付
を
求
め
て
い
ま
す
。


